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「無いものは作る」
当院のPPE開発プロジェクト
（2020年4⽉14⽇現在）

理事⻑ ⼤⽥ 泰正



社会医療法⼈祥和会
脳神経センター⼤⽥記念病院

■製作のきっかけ
2020年2⽉より、サージカルマスクの⼊荷がストップ、⾒通しが⽴たず。
理事⻑「では作ろう」→法⼈本部スタッフで検討開始。

■製作プロセス
当院スタッフがマスクの「型」を作成
地元医療機器商社に、医療⽤不織布（SMS素材）の⼊⼿を依頼。
県内の⾃動⾞シートメーカーが裁断、完成となる
納品価格は1枚単価25円。当初割⾼感があったが、現在はサージカルマス
クの価格が⾼騰したため、こちらのほうが安い。
3⽉11⽇より、事務系などバックヤードスタッフ等で使⽤開始。
オリジナルマスクの併⽤により、サージカルマスクの減少が抑制されてい
る。
このマスクは、市内県内の医療機関、⼯場等に広く納品されている。4⽉
13⽇現在、30万枚を出荷（半分が医療機関、半分が⼯場等で使⽤）。

オリジナルマスク
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ＳＭＳ不織布は、⼿術現場で使われるアレルギーテスト
済の素材です。「スパンボンド不織布」（Ｓ）と、「メ
ルトブローン不織布」（Ｍ）を、Ｓ、Ｍ、Ｓの順に三層
構造で貼り合わせたもので、真ん中のメルトブローン不
織布は、0.5〜５ミクロンの繊維で出来ていることから、
空気中の⼩さなゴミや花粉は通さないと考えられる。
S・M・Lの3サイズを作成。

単にシートを型抜きしただけで⽴体感がないため、当院で利⽤するときは、使⽤する⼈が⾃ら、⿐に当た
る部分、⼝元をステープラ（ホッチキス）で綴じて、装着したときに⽴体感がでるように⼯夫。
「マスクの作り⽅と使い⽅」として、動画マニュアルもあわせて制作し、購⼊者と共有している。
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■製作のきっかけ
マスクの⾃社開発により、「無いものは作る」という機運が出た。

■製作プロセス
COVID-19拡⼤のため、訪問看護スタッフが発案。
在宅での吸引時に「フェイスシールド」を使いたいが、⼊荷が困難なため、
100円均⼀の材料で作成。
その後、救急外来、看護部、リハビリ課等、⾶沫感染の恐れが⾼い場⾯で
も使⽤するようになった。
このフェイスシールドの作り⽅を当院フェイスブックにアップしたところ、
シェア39件、6647リーチに到達。同様の対策をとっている医療機関もみ
られる。
医療材料卸業者が、当院のフェイスブックページをコピーし、他県の医療
機関に案内している。

フェイスシールド
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すべて材料は100均で購⼊。英語も併記した作り⽅
をフェイスブックにアップしている。
クリップを使わない簡易版も作成（右写真）。
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■製作のきっかけ
4⽉14⽇現在、当院でも全く⼊荷がない。
複数の医療材料卸業者に確認するも、原材料の輸⼊が⽌まっており、全く
⾒通しが⽴たない状況。
当地出⾝の医師（東京・感染症指定医療機関に勤務）から、ガウン不⾜が
逼迫しており、地元の⼒で類似のものが⽣産できないかとの照会を受ける。

■製作プロセス
地元のJCのメンバーと連携し、ポリエチレンビニル製造業者、プレス加
⼯⼯場がつながり、試作品を製作。
4⽉14⽇、試作品到着。当院感染対策室スタッフで検証、理事⻑許可を得
て業者に⽣産を発注。初回ロットは8,000枚だが、半分は三次市医師会
（⼤規模クラスター発⽣中）に納品される⾒込み。
現時点での価格は＠280円だが、⽣産枚数が増えるとコストが下がる予定。
※中国ルート現時点の納品価格が＠500円との情報あり

本件は全国的にニーズが⾼いと考えられ、地元選出の国会議員とも連携し、
情報共有を図っている（→他地域での展開を模索）。

プラスティックガウン
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型は⼀般的なプラスティックガウン（右写真）と同様。
試作は無着⾊だが、実物はピンク⾊となる予定

輪ゴムが
縫いこんである

後背部の切れ⽬
はいれていない
が、素材がうす
いため、引っ
張って破ること
が可能。




